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北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

１
月
18

日
（
月
）
、
平
成
27

年

度
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村

長
有
志
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

こ
の
連
絡
協
議
会
は
、
管

内
に
お
け
る
地
域
社
会
と
国

有
林
野
事
業
の
連
帯
の
強
化

を
図
り
、
も
っ
て
地
元
市
町

村
の
社
会
経
済
の
発
展
と
国

有
林
野
事
業
の
円
滑
な
遂
行

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
度
開
催
し
て
い
ま

す
。 す

で
に
昨
年
9

月
か
ら
11

月
に
か
け
て
道
内
７
カ
所
に

お
い
て
各
地
区
協
議
会
を
開

催
し
て
お
り
、
各
地
区
の
代

表
市
町
村
長
と
し
て
、
酒
井

新
ひ
だ
か
町
長
、
浅
田
天
塩

町
長
、
菅
原
浜
頓
別
町
長
、

長
屋
滝
上
町
長
、
安
久
津
足

寄
町
長
、
山
本
共
和
町
長
に

ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
ほ
か

（
池
部
南
富
良
野
町
長
は
都

合
に
よ
り
急
遽
ご
欠
席
）
、

林
野
庁
よ
り
、
川
端
国
有
林

野
部
長
及
び
森
山
森
林
保
護

対
策
室
長
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
黒
川
局
長
よ
り
、

技
術
力
・
資
源
力
・
組
織
力

を
最
大
限
活
用
し
て
、
民
有

林
と
一
体
と
な
っ
て
林
業
の

成
長
産
業
化
等
に
取
り
組
む

こ
と
は
国
有
林
の
重
要
な
役

割
で
あ
り
、
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
を
い
た
だ
き
た
い
旨
、

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
川
端
国
有
林
野
部

長
よ
り
、
現
在
、
森
林
・
林

業
基
本
計
画
の
策
定
作
業
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

戦
後
造
成
し
た
人
工
林
が
主

伐
期
を
迎
え
る
中
、
川
上
・

川
中
・
川
下
の
連
携
に
よ
る

収
益
性
の
向
上
を
通
じ
て
、

木
材
の
循
環
利
用
の
推
進
、

地
方
創
生
へ
の
貢
献
等
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る

旨
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
連
絡
協
議
会
の

代
表
世
話
人
に
選
出
さ
れ
た

酒
井
新
ひ
だ
か
町
長
の
進
行

で
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。 

 

議
事
で
は
、
林
野
庁
本
庁

よ
り
、
平
成
28

年
度
林
野
関

係
予
算
概
算
決
定
の
概
要
、

平
成
28

年
度
税
制
改
正
大
綱

に
お
け
る
森
林
吸
収
源
対
策

の
扱
い
、
２
０
２
０
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
関
連
施
設
へ
の

木
材
利
用
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
森
林
管
理
局
よ
り
、

北
海
道
国
有
林
を
巡
る
動
向

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
管
内
７
カ
所
で

行
わ
れ
た
各
地
区
協
議
会
に

つ
い
て
、
事
務
局
を
務
め
る

森
林
管
理
署
長
か
ら
報
告
を

行
っ
た
後
、
意
見
交
換
に
移

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
林
業
・
木
材

産
業
へ
の
影
響
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の

普
及
に
向
け
た
財
政
支
援
、

分
収
造
林
制
度
運
営
上
の
課

題
、
造
林
作
業
の
担
い
手
不

足
へ
の
懸
念
、
木
材
加
工
業

の
大
規
模
化
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
へ
の
安
定
的
な
原
料
調

達
の
影
響
等
の
事
項
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。 

 

最
後
に
、
黒
川
局
長
よ
り
、

意
見
・
提
案
に
対
す
る
謝
辞

と
併
せ
、
「
国
有
林
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
評
価
さ
れ

る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
旨
発
言
し
、
連

絡
協
議
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

代表世話人の酒井新ひだか町長

黒川北海道森林管理局長 

（左から）菅原浜頓別町長、浅田天塩町長、長屋滝上町長、安久津足寄町長、山本共和町長

各地区の世話人の皆様と有意義な意見交換が行われました。 
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我
が
国
の
森
林
・
林
業
施

策
の
基
本
方
針
を
定
め
る

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

は
、
「
森
林
・
林
業
基
本
法
」

に
基
づ
き
、
森
林
・
林
業
を

め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
等
を
踏

ま
え
て
、
お
お
む
ね
５
年
ご

と
に
変
更
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

現
行
の
計
画
は
平
成
23

年

に
策
定
さ
れ
、
今
年
で
５
年

経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

基
本
計
画
の
変
更
に
あ
た

っ
て
は
、
広
く
国
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
林
野

庁
は
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
お

い
て
「
森
林
・
林
業
基
本
計

画
に
か
か
る
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
て
お
り
、
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
１

月
14

日
（
木
）
、
北
海
道
森

林
管
理
局
で
開
催
し
ま
し
た
。 

開
催
に
あ
た
り
林
野
庁
牧

元
林
政
部
長
よ
り
、
成
熟
期

に
あ
る
国
内
の
森
林
資
源
を

活
用
し
た
林
業
の
成
長
産
業

化
、
地
方
創
生
の
実
現
が
大

き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
川
上

か
ら
川
下
ま
で
様
々
な
立
場

の
み
な
さ
ま
か
ら
の
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
旨
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
意
見
交
換
を
行
う

に
あ
た
っ
て
、
林
野
庁
よ
り

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を

め
ぐ
る
情
勢
や
こ
れ
ま
で
林

政
審
議
会
で
行
わ
れ
た
森

林
・
林
業
基
本
計
画
の
見
直

し
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
、

林
野
庁
池
田
整
備
課
長
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
森
林
・
林
業
に

係
る
地
方
公
共
団
体
や
各
種

団
体
、
各
業
界
の
代
表
者
か

ら
、
各
方
面
の
現
状
や
課
題
、

要
望
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見

を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
主

催
者
で
あ
る
林
野
庁
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た

北
海
道
水
産
林
務
部
等
と
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。 意

見
交
換
会
を
通
し
て
、

各
業
界
・
団
体
に
お
け
る
積

極
的
な
取
組
や
、
担
い
手
の

確
保
、
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
の

供
給
、
地
域
の
木
材
産
業
の

現
状
な
ど
、
地
域
や
業
界
に

お
け
る
森
林
・
林
業
に
係
る

課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
林
野
庁
で
は
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
意
見
交
換
会
や
林
政

審
議
会
に
お
け
る
議
論
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
基
本
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。 

牧元林政部長
池田整備課長 

北海道水産林務部 
根布谷林務局長 

森林・林業基本計画にかかる 
地方意見交換会 

（北海道ブロック） 

森林・林業に係る各代表の皆様から、各方面の現状や課題・要望などについてのご意見をいただきました。
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
）
を
利
用
し

た
発
電
事
業
は
、
東
日
本
大

震
災
以
降
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ

れ
、
次
々
と
民
間
事
業
体
が

進
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
未
利
用
の
木
質
燃
料
を

利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

も
、
そ
の
対
象
の
一
つ
で
あ

り
、
北
海
道
内
に
お
い
て
も
、

当
署
管
内
を
は
じ
め
各
地
で

発
電
所
が
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
。 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
の
利
益
は
、
発
電
事
業
者

の
み
な
ら
ず
、
未
利
用
資
源

の
活
用
を
通
じ
て
森
林
整
備

や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促

し
、
森
林
所
有
者
ひ
い
て
は

森
林
を
抱
え
る
地
域
一
帯
に

及
ぶ
こ
と
が
特
徴
で
す
。 

管
内
で
発
電
所
の
建
設
が

進
む
当
署
も
、
国
有
林
を
維

持
管
理
す
る
燃
料
供
給
側
の

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
ま
た
、

林
政
を
担
い
森
林
の
公
益
的

機
能
を
確
保
す
る
当
事
者
の

一
人
と
し
て
、
適
切
に
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
立
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

燃
料
供
給
側
の
具
体
的
な

タ
ス
ク
は
、
燃
料
に
適
当
な

資
材
の
賦
存
量
や
分
布
に
つ

い
て
路
網
や
森
林
整
備
の
状

況
を
踏
ま
え
て
把
握
し
、
電

力
の
買
い
取
り
期
間
（
20

年

間
）
を
通
じ
、
計
画
的
時
に

は
臨
機
応
変
に
供
給
す
る
こ

と
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
当
署
管

内
の
国
有
林
で
は
、
こ
れ
ま

で
切
り
捨
て
間
伐
箇
所
が
比

較
的
少
な
か
っ
た
こ
と
、
単

幹
集
材
化
に
伴
い
林
地
残
材

が
散
在
化
し
て
い
る
こ
と
等

か
ら
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用

資
材
の
み
を
大
量
に
供
給
し

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。 

中
長
期
的
な
安
定
供
給
を

実
現
す
る
た
め
、
あ
る
程
度

既
存
の
商
業
ベ
ー
ス
を
基
本

と
し
、
条
件
の
有
利
・
不
利

な
場
所
を
適
切
に
組
み
合
わ

せ
た
、
い
わ
ゆ
る
玉
石
混
淆

と
な
る
林
分
を
団
地
化
さ

せ
、
そ
の
中
か
ら
発
電
向
け

資
材
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
期
待
す
る
と
い
う
手

順
を
考
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
玉
石
混
淆
の
程
度
設

定
は
、
署
に
と
っ
て
将
来
に

わ
た
る
課
題
と
な
り
ま
す
。

発
電
所
土
場
の
ス
ト
ッ
ク
は

も
と
よ
り
材
価
の
動
向
や
伐

採
す
る
事
業
体
の
仕
事
量
や

技
術
力
な
ど
、
様
々
な
地
域

的
因
子
を
横
目
で
見
な
が
ら

対
処
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。 当

然
、
民
有
林
と
国
有
林

に
よ
る
民
国
連
携
は
不
可
欠

で
あ
り
、
引
き
続
き
自
治
体

等
と
の
間
で
共
同
施
業
団
地

の
形
成
を
は
じ
め
、
連
絡
調

整
や
技
術
交
流
等
に
つ
い
て

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。 

一
方
、
燃
料
受
給
側
と
な

る
発
電
事
業
者
に
目
を
向
け

る
と
、
既
に
資
材
調
達
を
活

発
化
さ
せ
な
が
ら
課
題
を
整

理
し
、
解
決
に
向
け
大
胆
な

動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
資
材
輸
送
や
広

域
収
集
に
ト
ラ
ッ
ク
不
足
が

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
る
と
の

判
断
か
ら
、
青
森
県
か
ら
船

舶
、
道
南
か
ら
鉄
道
コ
ン
テ

ナ
を
利
用
し
た
資
材
調
達
を

試
行
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
従
来
の
発
想

を
超
え
た
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

的
な
動
き
は
、
今
後
、
供
給

側
に
も
及
ぶ
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
我
々
も
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
と
い
う
舞
台
の
上
で

柔
軟
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

常
に
現
場
力
を
高
め
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

バイオマス積み卸し 

バイオマス椪積み 

建設が進むバイオマス発電所 
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森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
「
森
林
・
林
業
に
関
す
る

技
術
開
発
及
び
そ
の
普
及
・
支

援
」
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
そ

の
取
組
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。 

（
平
成
27

年
11

月
9

日
） 

道
北
地
域
に
お
け
る
研
究

成
果
を
広
く
知
っ
て
頂
く
た

め
、
「
技
術
開
発
成
果
発
表
会
」

を
森
林
総
合
研
究
所
北
海
道

支
所
、
北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
林
産
試
験
場
・
林
業
試

験
場
、
森
林
技
術
・
支
援
セ

ン
タ
ー
の
共
催
で
、
林
産
試

験
場
（
旭
川
市
）
を
会
場
に

開
催
し
ま
し
た
。 

発
表
会
に
は
林
業
事
業
体
、

道
・
市
町
村
を
は
じ
め
各
方

面
か
ら

113

名
の
参
加
が
あ
り
、

林
産
試
験
場
の
講
堂
が
一
杯

に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。 

森
林
総
研
北
海
道
支
所
の

佐
々
木
氏
よ
り
基
調
講
演
、

林
業
試
験
場
道
北
支
場
の
蓮

井
氏
よ
り
、
「
経
済
性
を
根
拠

と
し
た
森
林
作
業
道(

林
業
専

用
道)

の
整
備
方
法
に
つ
い
て
」

の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
他
、

林
業
試
験
場
の
津
田
氏
、
林

産
試
験
場
の
古
俣
氏
か
ら
も

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

当
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン

タ
ー
の
南
所
長
か
ら
は
、
「
北

海
道
型
作
業
シ
ス
テ
ム
を
踏

ま
え
た
路
網
作
設
に
伴
う
林

業
コ
ス
ト
低
減
の
検
証
」
と

題
し
て
、
北
海
道
特
有
の
地

形
条
件
（
緩
い
傾
斜
）
を
利

用
し
、
林
業
専
用
道
の
路
網

密
度
を
上
げ
る
こ
と
で
集

材
・
搬
出
の
効
率
化
を
図
る

「
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム

の
開
発
」
に
つ
い
て
取
組
状

況
と
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 
（
平
成
27

年
11
月
12

日
） 

札
幌
市
「
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て

第
64

回
北
方
森
林
学
会
大
会

が
開
催
さ
れ
、
道
内
の
森

林
・
林
業
の
研
究
機
関
・
大

学
関
係
者
等
が
日
頃
の
研
究

成
果
を
ポ
ス
タ
ー
・
口
頭
発

表
し
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
ポ
ス
タ
ー

発
表
の
造
林
部
門
で
「
カ
ラ

マ
ツ
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
を

め
ざ
し
て
」
～
カ
ラ
マ
ツ
の

天
然
更
新
を
利
用
し
た
造
林

技
術
の
開
発
～
に
つ
い
て
発

表
し
、
森
林
管
理
に
携
わ
る

一
般
会
員
を
対
象
と
し
た

「
技
術
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。 

 

（
平
成
27

年
12

月
10

日
） 

林
野
庁
に
お
い
て
「
平
成

27

年
度
国
有
林
野
事
業
業
務

研
究
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

３
つ
の
部
門
（
森
林
技

術
・
森
林
ふ
れ
あ
い
・
森
林

保
全
）
に
分
け
て
発
表
が
行

わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
森

林
技
術
部
門
（
発
表
者
は
森

林
技
術
専
門
官
）
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
「
天
然
林
で
の
樹
種

の
多
様
化
を
図
る
更
新
方
法

の
開
発
」
（
森
林
総
研
北
海
道

支
所
と
共
同
研
究
）
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。 

今
後
も
、
こ
う
し
た
発
表

会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
セ

ン
タ
ー
の
取
組
成
果
を
紹
介

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

森林技術・支援センター

友田森林技術専門官 
による発表 

「
技
術
賞
」
に
選
ば
れ
た 

ポ
ス
タ
ー
発
表 

技
術
開
発
成
果
発
表
会
に
て

「
北
海
道
型
作
業
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
発
表
す
る
南
所
長 
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振
内
合
同
森
林
事
務
所
が

所
在
す
る
沙
流
郡
平
取
町
は
、

沙
流
川
の
流
域
に
位
置
し
、

甘
み
に
富
ん
だ
桃
太
郎
ト
マ

ト
の
栽
培
や
ブ
ラ
ン
ド
牛

「
び
ら
と
り
和
牛
」
の
飼
育

が
盛
ん
な
人
口
５
，
４
０
０

人
程
の
町
で
す
。 

 

町
内
芽
生
地
区
の
す
ず
ら

ん
群
生
地
は
、
約
15

ha

に
お

よ
び
日
本
一
の
広
さ
で
あ
り
、

毎
年
６
月
開
催
の
す
ず
ら
ん

鑑
賞
会
に
は
多
数
の
来
訪
者

が
可
憐
な
花
と
ほ
の
か
な
香

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

町
内
の
二
風
谷
地
区
は
、

ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
統
が
色
濃

く
残
り
、
町
も
ア
イ
ヌ
文
化

振
興
を
重
要
施
策
と
位
置
付

け
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
ア
イ
ヌ
文

化
を
育
ん
で
き
た
森
を
保

全
・
再
生
・
活
用
す
る
た
め
、

平
成
25

年
に
平
取
町
、
北
海

道
ア
イ
ヌ
協
会
平
取
支
部
、

北
海
道
森
林
管
理
局
の
三
者

で
「
21

世
紀
・
ア
イ
ヌ
文
化

伝
承
の
森
再
生
計
画
～
コ
タ

ン
コ
ロ
カ
ム
イ
の
森
づ
く
り

～
」
協
定
を
締
結
し
、
国
有

林
野
を
地
域
の
文
化
振
興
の

場
と
し
て
活
用
し
て
お
り
ま

す
。 日

高
山
脈
最
高
峰
の
幌
尻

岳
（
標
高
２
，
０
５
３
ｍ
）

を
有
す
る
平
取
町
は
区
域
面

積
の
84

％
が
森
林
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
56

％
に
あ
た
る
約

４
２
，
０
０
０
ha

が
国
有
林

野
で
す
。 

 

現
在
は
、
振
内
・
貫
気
別
・

幌
尻
の
３
森
林
事
務
所
の
職

員
４
名
で
管
理
し
て
お
り
、

振
内
森
林
事
務
所
は
そ
の
内

約
１
５
，
４
０
０
ha

を
担
当

し
て
い
ま
す
。 

 

森
林
事
務
所
の
職
員
は
、

日
高
山
脈
の
奥
深
い
森
林
で

次
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

①

地
況
林
況
調
査

国
有
林
野
の
適
切
な
管
理

や
伐
採
更
新
等
の
施
業
に
資

す
る
た
め
の
現
地
調
査
で
あ

り
、
森
林
計
画
の
基
礎
資
料

と
し
ま
す
。 

 

夏
場
は
、
身
の
丈
ま
で
笹

が
繁
茂
し
て
い
る
箇
所
や
林

道
が
通
行
出
来
な
い
箇
所
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

箇
所
は
、
積
雪
期
に
ス
ノ
ー

モ
ビ
ル
を
利
用
し
て
各
種
調

査
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

積
雪
期
は
笹
が
雪
に
埋
も

れ
、
歩
き
易
い
こ
と
か
ら
効

率
的
に
業
務
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。 

②

製
品
生
産
事
業

森
林
整
備
に
よ
り
間
伐
し

た
木
を
資
源
と
し
て
有
効
利

用
す
る
た
め
に
製
品
（
丸
太
）

に
す
る
事
業
で
す
。 

昔
は
、
非
常
に
危
険
の
伴

う
作
業
で
し
た
が
、
現
在
は
、

様
々
な
高
性
能
林
業
機
械
に

よ
り
、
安
全
で
効
率
的
に
丸

太
を
生
産
し
て
土
場
に
集
積

す
る
作
業
形
態
が
主
流
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
森
林
整
備
の

請
負
事
業
の
監
督
も
主
要
な

業
務
で
す
。 

③

境
界
巡
視

国
有
林
野
と
民
有
地
の
境

界
を
確
認
す
る
業
務
で
す
。 

国
民
の
財
産
で
あ
る
国
有

林
野
を
管
理
す
る
た
め
の
重

要
な
業
務
で
す
。 

④

国
有
林
の
窓
口
業
務

国
有
林
野
事
業
の
最
前
線

と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
森

林
事
務
所
で
あ
る
こ
と
を
心

が
け
、
「
国
有
林
の
窓
口
」
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。 

群生地の「すずらん」 

地況林況調査 

仁世宇国有林から幌尻岳を望む 
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置
戸
照
査
法
試
験
林
に
お
い

て
現
地
検
討
会
を
開
催 

【
置
戸
町
・
網
走
中
部
署
】 

１
月
15

日
、
置
戸
町
に
あ

る
道
有
林
「
置
戸
照
査
法
試

験
林
」
に
お
い
て
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
総
合
振
興
局
東
部
森
林

室
の
協
力
に
よ
り
現
地
検
討

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

「
照
査
法
」
は
、
ス
イ
ス

の
ビ
ヨ
レ
イ
に
よ
り
確
立
さ

れ
た
森
林
施
業
方
法
で
、
区

画
ご
と
に
林
分
を
管
理
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
量
に
見
合

っ
た
量
を
伐
採
す
る
こ
と
で
、

森
林
が
恒
続
的
に
最
高
の
生

産
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出

来
る
施
業
方
法
で
、
こ
の
試

験
林
は
昭
和
30

年
に
「
照
査

法
」
を
調
査
研
究
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
日
本
で
最
も

古
い
試
験
林
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

普
段
あ
ま
り
見
る
機
会
の

な
い
道
有
林
の
試
験
林
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

森
林
教
室
を
開
催 

【
新
得
町
・
東
大
雪
支
署
】 

12

月
16

日
、
新
得
町
立
富
村

牛
（
ト
ム
ラ
ウ
シ
）
小
中
学

校
の
全
校
児
童
・
生
徒
を
対

象
と
し
た
森
林
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。 

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
い
こ
と

も
あ
り
、
北
海
道
で
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
と
し
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
ト
ド
マ
ツ

に
つ
い
て
、
モ
ミ
の
木
の
仲

間
で
あ
る
こ
と
や
、
日
本
で

は
北
海
道
に
だ
け
生
え
る
針

葉
樹
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
説

明
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ト
ド
マ
ツ
の
葉
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を
制
作
し
、
ク
ル
ミ
、

ど
ん
ぐ
り
、
松
ぼ
っ
く
り
、

リ
ボ
ン
、
綿
な
ど
を
自
由
に

飾
り
付
け
、
個
性
あ
ふ
れ
る

素
敵
な
作
品
が
完
成
し
ま
し

た
。 身

近
に
あ
る
ト
ド
マ
ツ
に

目
を
向
け
る
こ
と
で
、
森
林

に
親
し
み
を
感
じ
て
も
ら
え

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
か
ら
も
、
森
林
環
境

教
育
を
通
し
て
、
森
林
や
林

業
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

【
白
老
町
・
胆
振
東
部
署
】 

11

月
29

日
、
ポ
ロ
ト
自
然
休

養
林
保
護
管
理
協
議
会
主
催

に
よ
る
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
と
ポ
ロ
ト
の
森

を
学
ぶ
」
が
ポ
ロ
ト
自
然
休

養
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
肌
寒
い
な
が
ら
も

天
候
に
恵
ま
れ
、
近
隣
の
登

別
や
苫
小
牧
か
ら
の
参
加
者

を
含
め
30

人
あ
ま
り
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

コ
ー
ス
は
、
約
５
km

を
２

時
間
程
で
歩
く
、
ポ
ロ
ト
湖

畔
を
折
り
返
す
コ
ー
ス
で
す
。 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
の
後
、
ポ
ロ
ト
キ
ャ
ン

プ
場
に
あ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
梅
木
署
長

よ
り
『
ポ
ロ
ト
の
森
を
学
ぶ
』

と
題
し
て
簡
単
な
森
林
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。 

主
要
樹
種
の
特
徴
や
活
用

法
か
ら
エ
ゾ
シ
カ
食
害
な
ど

を
話
題
と
す
る
中
で
、
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
の
倒
木
更
新
の
様

子
を
仮
に
５
０
０
年
の
単
位

で
映
像
化
し
て
早
回
し
に
す

る
と
、
立
ち
上
が
っ
て
は
倒

れ
て
の
繰
り
返
し
と
な
り

「
歩
く
よ
う
に
見
え
る
」
と

表
現
し
た
話
に
は
驚
き
の
声

も
上
り
、
参
加
者
か
ら
「
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
と
き
の
視

野
が
広
が
る
」
等
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。 

各地からの便り 各地からの便り 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

ポ
ロ
ト
の
森
を
学
ぶ 

検索森もりスクエア「各地からの便り」の詳細は 
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行
事
・ 

イ
ベ
ン
ト
情
報 

平
成
28
・
29
年
度
「
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
」
の
募
集 

余
市
岳
（
１
，
４
８
８
m
）
、

朝
里
岳
（
１
，
２
８
１
m
）
、

阿
女
鱒
岳
（
１
，
０
１
４
m
） 

等
の
山
岳
に
囲
ま
れ
、
清
ら
か

な
渓
流
と
緩
急
の
変
化
に
富
ん

だ
地
形
か
ら
、
春
の
新
緑
、
秋

の
紅
葉
等
優
れ
た
自
然
景
観
に

包
ま
れ
、
ま
た
、
冬
は
良
質
な

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
ウ
イ
ン
タ

ー
ス
キ
ー
を
楽
し
め
る
こ
と
か

ら
、
札
幌
近
郊
の
人
気
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
の
一
つ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

朝
里
岳
北
西
斜
面
の
ス
キ
ー

場
、
キ
ロ
ロ
ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド

を
中
心
と
し
て
ホ
テ
ル
2
棟
、

温
泉
施
設
等
が
あ
り
、
新
鮮
な

農
・
海
産
物
に
も
恵
ま
れ
、
近

年
は
韓
国
、
香
港
、
台
湾
等
ア

ジ
ア
各
国
・
地
域
か
ら
の
観
光

客
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
以
外
も
温
泉
、

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
、
通
年
型

の
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
楽
し

ま
れ
て
い
ま
す
。 

   

林
野
庁
北
海
道
森
林
管
理
局

で
は
、
国
民
の
皆
様
に
国
有
林

の
役
割
や
現
状
等
を
ご
理
解
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
国
民
の
幅

広
い
意
見
を
把
握
し
国
有
林
野

の
管
理
経
営
に
役
立
て
る
た
め
、

平
成
28

・
29

年
度
の
「
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

・
募
集
人
員 

48

名 

・
依
頼
期
間 

平
成
28
年
４
月 

 

～
平
成
30
年
３
月 

・
依
頼
内
容 

国
有
林
野
等
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
や
会

議
・
現
地
見
学
会
へ
の
出
席 

・
応
募
資
格 

北
海
道
に
お
住
ま

い
で
、
国
有
林
に
関
心
の
あ
る

満
20

歳
以
上
の
方 

・
募
集
期
限 
平
成
28
年
２
月 

26

日
（
金
曜
日
）
必
着 

・
応
募
方
法 

詳
し
く
は
北
海
道

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（h
ttp

://w
w

w
.rin

ya
.m

a
ff.g

o
.jp

/
h

o
k
k
a
id

o
/p

re
s
s
/k

ik
a
k

u
/1

5
1

2
0

4
.h

tm
l

） 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
広

大
で
大
変
豊
か
な
森
林
を
国
民

共
通
の
財
産
と
し
て
、
世
代
を

超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
的
な

管
理
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

よ
り
豊
か
な
姿
で
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
使
命
と
し
て

お
り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
、「
公
売
・
入

札
情
報
」「
知
床
世
界
自
然
遺
産
」

「
エ
ゾ
シ
カ
対
策
」「
森
も
り
！

ス
ク
エ
ア
」
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

等
の
各
サ
イ
ト
内
に
お
い
て
北

海
道
国
有
林
の
情
報
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。 

検索 北海道森林管理局 

広報 「北の森林
も り

 国有林」2 月号 

発行 北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 
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3 条 7 丁目 70 

ＩＰ電話 050-3160-6300 
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前回のモニター会議の模様 

赤
井
川
ス
ポ
ー
ツ
林 

（
キ
ロ
ロ
ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
）

8




